
京
都
演
劇
改
良
会
再
考

―
―
高
安
月
郊
と
明
治
三
十
年
代
京
都
劇
壇
の
一
断
面

後

藤

隆

基

は
じ
め
に

京
都
演
劇
改
良
会
（
以
下
適
宜
「
改
良
会
」
と
略
記
）
は
、
明
治
三
十
年

代
半
ば
の
京
都
で
演
劇
改
良
運
動
を
展
開
し
た
団
体
で
あ
る
。
同
会
に
つ
い

て
は
、
少
な
か
ら
ぬ
先
学
の
記
述
が
あ
る
が
、
小
櫃
万
津
男
「『
京
都
演
劇

改
良
会
』
の
研
究
」（『
日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
第
十
八
号
、
昭
和
五
十
四
年

十
月
）
が
最
も
委
曲
を
尽
く
し
て
お
り
、
現
在
も
指
標
と
す
べ
き
成
果
と
い

え
る
。
以
下
、
小
櫃
論
文
に
拠
っ
て
改
良
会
の
概
要
を
述
べ
て
お
く
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
二
十
六
日
、
京
都
演
劇
改
良
会
は
先

斗
町
歌
舞
練
場
で
発
会
式
を
開
き
、
同
年
九
月
に
四
条
南
座
で
第
一
回
公
演

を
行
な
っ
た
。
高
安
月
郊
作
「
月
照
」
と
、
同
じ
く
月
郊
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
「
リ
ア
王
」
を
翻
案
し
た
「
闇
と
光
」
が
好
評
を
博
し
、
十
一
月
末
か

ら
翌
月
に
か
け
て
第
二
回
公
演
が
新
京
極
夷
谷
座
で
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
と

き
の
演
目
は
月
郊
作
「
大
塩
平
八
郎
」
と
、
島
華
水
（
文
次
郎
）
が
モ
リ
エ

ー
ル
の
「
タ
ル
チ
ュ
フ
」
を
翻
案
し
た
「
偐
紫
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
翌

年
四
月
に
南
座
で
行
な
わ
れ
た
第
三
回
公
演
（
演
目
は
「
十
年
の
恨
」「
夜

光
の
珠
」）
が
失
敗
に
終
わ
り
、
公
演
の
停
滞
か
ら
改
良
会
自
体
も
自
然
消

滅
し
て
し
ま
う
。
以
上
三
回
の
公
演
は
、
新
俳
優
の
福
井
茂
兵
衛
一
座
に
よ

る
も
の
で
、
こ
れ
ら
が
京
都
演
劇
改
良
会
の
実
質
的
な
活
動
と
認
識
さ
れ
て

き
た
。

小
櫃
論
文
以
降
、
京
都
演
劇
改
良
会
に
関
す
る
研
究
は
進
展
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
近
年
、
森
西
真
弓
が
『
上
方
芸
能
事
典
』（
岩
波
書
店
、
平
成

二
十
年
）
の
中
で
同
会
に
つ
い
て
立
項
し
、
発
会
に
至
る
経
緯
を
補
足
し
て

い
る
。
ま
た
稿
者
は
、
従
来
詳
細
不
明
と
さ
れ
て
き
た
第
三
回
公
演
に
焦
点

を
あ
て
て
、
高
安
月
郊
と
改
良
会
の
関
係
か
ら
、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
考
察

し（
１
）た。

本
稿
で
は
、
京
都
演
劇
改
良
会
の
発
会
か
ら
第
一
回
公
演
（
九
月
十
七
〜

二
十
九
日
）
の
実
現
ま
で
を
主
な
対
象
と
し
、
福
井
茂
兵
衛
が
、
高
安
月
郊

の
脚
本
上
演
に
よ
り
改
良
運
動
の
実
践
者
と
し
て
評
価
が
定
ま
る
過
程
を
た

ど
る
こ
と
で
、
明
治
期
京
都
劇
壇
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
足
が
か

り
と
し
た
い
。
な
お
同
時
代
紙
誌
の
引（
２
）用は
明
治
三
十
五
年
の
記
事
を
主
に

用
い
て
い
る
た
め
、
年
号
を
適
宜
省
略
し
た
。

― 59 ―



一

京
都
演
劇
改
良
会
の
発
会

京
都
に
お
け
る
演
劇
改
良
運
動
の
基
点
と
な
っ
た
の
が
新
京
極
で
あ
る
。

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
刊
『
二
十
世
紀
之
京
都

天
之
巻
』（
京
都

出
版
協
会
編
集
・
発
行
）
に
よ
れ
ば
、
新
京
極
は
「
大
阪
千
日
前
、
東
京
浅

草
と
并
び
称
せ
ら
る
ゝ
快
楽
境
」（
一
〇
六
頁
）
だ
っ
た
。
守
屋
毅
「
近
代

「
盛
り
場
」
考
―
新
京
極
・
千
日
前
・
浅
草
―
」（『
近
世
芸
能
興
行
史
の
研

究
』
所
収
、
弘
文
堂
、
昭
和
六
十
年
）
は
、
右
の
一
文
か
ら
議
論
を
出
発
し
、

近
世
中
期
、
誓
願
寺
や
金
蓮
寺
と
い
っ
た
大
寺
に
挟
ま
れ
た
寺
町
が
、
し
だ

い
に
遊
興
化
す
る
参
詣
客
を
相
手
に
門
前
町
と
し
て
活
況
を
呈
し
、
や
が
て

劇
場
街
が
造
出
さ
れ
て
い
く
様
を
概
括
す
る
。
そ
こ
へ
明
治
初
頭
、
京
都
府

参
事
槇
村
正
直
の
発
意
に
よ
る
都
市
振
興
策
の
一
環
と
し
て
新
京
極
が
開
設

さ
れ
、
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
守
屋
は
、
同
地
域
を
「
明
治
の
京
都
を

代
表
す
る
盛
り
場
」（
四
〇
一
頁
）
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

森
西
真
弓
が
前
掲
書
で
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇
一
）
六
月
の
京
都
府
に
よ
る
劇
場
・
興
行
取
締
規
則
公（
３
）布に
伴
っ

て
、
京
都
五
条
警
察
署
を
中
心
に
演
劇
改
良
の
準
備
が
進
み
、
翌
年
に
は
新

京
極
界
隈
の
興
行
師
や
俳
優
を
集
め
て
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
明
治
三
十
年

代
半
ば
、
新
京
極
の
各
劇
場
は
五
条
警
察
署
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
京
都
演

劇
改
良
会
設
立
の
主
な
目
的
は
、
同
署
長
井
田
淳
警
視
の
主
導
に
よ
る
風
俗

取
締
の
強
化
に
あ
っ
た
。
本
稿
で
詳
し
く
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
井
田
が

京
都
演
劇
改
良
会
と
同
時
並
行
的
に
新
京
極
の
寄
席
等
の
興
行
場
を
対
象
と

し
た
改
良
施
策
を
計
画
し
、
京
都
興
行
同
盟
改
良
会
を
結
成
し
た
こ
と
に
も

留
意
し
て
お
き
た
い
。

明
治
三
十
五
年
四
月
二
十
六
日
、
京
都
演
劇
改
良
会
は
発
会
式
を
挙
行
し

た
。
小
櫃
万
津
男
は
前
掲
論
文
で
、
同
月
二
十
八
日
付
『
大
阪
朝
日
新
聞
』

記
事
か
ら
出
席
者
や
式
の
模
様
を
示
し
、
当
地
の
「
俳
優
が
知
識
層
と
結
ん

で
積
極
的
に
活
動
し
た
の
は
、
従
来
に
な
い
形
で
、
有
望
視
さ
れ
る
理
由
は

あ
っ
た
。
市
長
、
市
会
議
長
等
社
会
上
流
の
参
列
者
多
数
と
言
う
の
も
、
東

京
の
演
劇
改
良
会
以
来
の
定
型
で
は
あ
る
が
、
一
応
京
都
市
当
局
を
始
め
多

数
の
支
持
と
関
心
を
得
て
の
出
発
で
あ
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
（
森
西
真

弓
も
前
掲
書
で
発
会
式
に
つ
い
て
略
述
）。

本
節
で
は
、
小
櫃
・
森
西
の
論
考
を
基
に
、
同
時
代
紙
誌
を
援
用
し
な
が

ら
発
会
式
の
詳
述
を
試
み
る
。
前
掲
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
記
事
の
他
、
明
治

三
十
五
年
四
月
二
十
八
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
に
無
署
名
記
事
「
演
劇
改

良
会
発
会
式
」
が
載
り
、雑
誌
『
百
舞
台
』
創
刊
号
（
明
治
三
十
五
年
五（
４
）月）

の
雑
報
欄
に
「
京
都
演
劇
改
良
会
彙
報
」
が
見
え
、
発
会
ま
で
の
概
観
と
式

当
日
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
阪
経
済
社
発
行
の
『
大
阪
経
済
雑

誌
』（
同
年
五
月
五
日
）
に
も
精
細
な
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
発
会
式
の

実
態
を
知
る
た
め
の
好
材
料
で
あ
る
。

右
掲
『
大
阪
経
済
雑
誌
』
記
事
は
、
京
都
演
劇
改
良
会
に
先
駆
け
て
設
立

が
計
画
さ
れ
て
い
た
大
阪
演
劇
協
会
と
比
較
し
、
両
者
は
「
同
じ
改
良
の
名

の
下
に
起
れ
ど
も
、
多
少
其
成
立
の
趣
む
き
を
異
に
す
る
が
如
し
、
則
は
ち

大
阪
の
会
は
、
演
劇
当
局
者
以
外
の
有
力
者
に
依
て
先
づ
主
唱
せ
ら
れ
た
る

傾
む
き
あ
れ
ど
も
、
京
都
の
会
は
、
演
劇
当
局
者
の
全
た
く
自
動
的
に
依
て

立
つ
者
に
似
た
り
」
と
、
そ
の
特
質
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
阪
演
劇
協
会
に

つ
い
て
は
小
櫃
論
文
に
発
会
式
（
明
治
三
十
五
年
五
月
二
十
七
日
）
の
模
様

等
の
紹
介
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
明
治
三
十
年
代
の
京
阪
で
同
時
期
に
演
劇
改

良
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
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さ
て
諸
資
料
に
よ
れ
ば
、
京
都
演
劇
改
良
会
の
役
員
は
、
京
都
電
気
鉄
道

株
式
会
社
の
高
木
文
平
が
会
長
に
推
さ
れ
、
大
谷
竹
次
郎
、
吉
本
楢
次
郎
が

幹
事
と
な
っ
た
。
評
議
員
に
は
各
劇
場
所
属
の
俳
優
―
―
明
治
座
の
福
井
茂

兵
衛
、
静
間
小
次
郎
、
金
泉
丑
太
郎
、
夷
谷
座
の
実
川
正
若
、
嵐
若
橘
、
市

川
龍
次
郎
、
歌
舞
伎
座
の
市
川
瀧
三
郎
、
嵐
徳
三
郎
、
尾
上
關
十
郎
が
選
出

さ
れ
て
い
る
（
書
記
は
宮
崎
保
衛
な
る
人
物
）。

発
会
式
当
日
、
先
斗
町
歌
舞
練
場
に
設
え
ら
れ
た
「
式
場
は
舞
台
に
金
屏

風
を
引
廻
し
て
こ
れ
に
当
て
両
側
桟
敷
、
御
殿
を
来
賓
席
、
中
央
を
会
員
席

に
当
て
」（「
演
劇
改
良
会
発
会
式
」『
京
都
日
出
新
聞
』
前
出
）
た
。
来
賓

を
『
大
阪
経
済
雑
誌
』
記
事
か
ら
引
く
と
、
京
都
府
参
事
官
の
藤
本
充
安
、

京
都
市
長
の
内
貴
甚
三
郎
、
京
都
市
会
議
長
の
雨
森
菊
太
郎
、
京
都
市
助
役

の
荘
林
維
新
ら
行
政
関
係
者
、
京
都
帝
国
大
学
の
島
華
水
、
清
水
政
次
郎
、

森
春
吉
、
同
志
社
の
富
岡
謙
三
、
守
住
勇
魚
ら
教
育
関
係
者
、
新
聞
記
者
の

若
松
永
胤
（
大
阪
朝
日
新
聞
）、
鵜
崎
熊
吉
（
大
阪
毎
日
新
聞
）、
浅
見
孝
太

郎
（
京
都
日
出
新
聞
）
な
ど
の
面
々
が
見
え
る
。
さ
ら
に
井
田
淳
五
条
警
察

署
長
以
下
の
各
警
察
署
長
ら
「
紳
士
無
慮
百
五
十
余
名
」
に
加
え
て
、
各
座

の
座
主
、
俳
優
、
演
劇
関
係
者
が
二
百
余
名
出
席
し
た
。

同
誌
掲
載
の
式
次
第
に
よ
れ
ば
、
高
木
文
平
の
「
設
立
趣
意
」、
藤
本
充

安
と
内
貴
甚
三
郎
の
祝
辞
、
永
江
為
政
（
大
阪
経
済
社
長
、
大
阪
演
劇
協
会

幹
事
）
と
島
華
水
の
演
説
が
あ
り
、
大
谷
竹
次
郎
、
吉
本
楢
次
郎
の
祝
辞
に

対
し
、
福
井
茂
兵
衛
が
答
辞
を
読
ん
だ
と
あ
る
。
一
方
、
前
掲
『
京
都
日
出

新
聞
』
記
事
は
「
高
木
会
長
の
開
会
の
辞
を
宮
崎
同
会
書
記
が
代
読
し

〔
…
〕
吉
本
楢
次
郎
は
大
谷
、白
井
の
祝
辞
を
代
読
し
」
た
と
伝
え
て
お
り
、

記
述
に
若
干
の
齟
齬
が
見
え
る
も
の
の
、
状
況
は
概
ね
把
握
で
き
よ
う
。

宴
席
を
挿
ん
だ
後
の
余
興
で
は
、
歌
舞
伎
俳
優
に
よ
る
「
舞
」
―
―
実
川

八
百
蔵
の
「
山
姥
」、
尾
上
栄
次
郎
の
「
老
松
」、
尾
上
關
十
郎
の
「
高
砂
」、

嵐
徳
三
郎
の
「
北
洲
」
―
―
が
あ
っ
て
、
福
井
茂
兵
衛
、
静
間
小
次
郎
、
金

泉
丑
太
郎
の
「
楠
公
訣
別
」
や
、
新
俳
優
一
同
の
「
夏
小（
５
）袖」
お
よ
び
剣

（
６
）舞が
演
じ
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

従
来
、
京
都
演
劇
改
良
会
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
新
俳
優
や
局
外
の

文
学
者
、
新
進
の
興
行
主
で
あ
る
松
竹
合
名
会
社
の
参（
７
）加と
い
う
側
面
が
強

調
さ
れ
て
き
た
が
、
実
川
正
若
や
市
川
瀧
三
郎
ら
当
地
の
歌
舞
伎
俳
優
も
評

議
員
に
名
を
列
ね
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
同
会
は
一
時
「
新
京
極

演
劇
改
良
会
」
の
名
称
で
呼
ば
れ
た
も
の
の
、
発
会
式
を
前
に
高
木
文
平
が

「
新
京
極
以
外
の
各
座
を
も
改
良
し
や
う
」（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出
新

聞
』
四
月
十
八
日
）
と
気
を
吐
い
た
と
い
う
姿
勢
に
鑑
み
れ
ば
、
地
域
的
な

観
点
の
み
な
ら
ず
、
新
演
劇
と
歌
舞
伎
を
包
含
す
る
総
合
的
な
演
劇
改
良
が

企
図
さ
れ
た
は
ず
だ
。
し
か
し
後
世
の
記
録
や
研
究
で
は
、
そ
う
し
た
多
義

的
な
可
能
性
は
閑
却
さ
れ
、
一
つ
の
結
果
と
し
て
の
新
演
劇
―
―
福
井
茂
兵

衛
一
座
に
よ
る
新
脚
本
上
演
だ
け
が
焦
点
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

発
会
式
か
ら
第
一
回
公
演
ま
で
の
約
五
か
月
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。

小
櫃
万
津
男
は
、
前
掲
論
文
で
「
こ
の
五
ヶ
月
間
は
決
し
て
空
白
で
あ
っ

た
訳
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
と
記
す
べ
き
こ
と
は
多
い
の
で
あ
る
が
、
す
べ

て
割
愛
し
第
一
回
公
演
」
の
論
述
に
移
っ
て
い
る
。
論
文
発
表
時
の
紙
幅
の

制
約
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
小
櫃
が
「
割
愛
し
」
た
「
五
ヶ
月
間
」
を
精
査

す
る
こ
と
で
、
改
良
会
が
め
ざ
し
た
「
改
良
」
の
一
端
と
、
理
想
か
ら
現
実

へ
の
変
質
過
程
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

次
節
で
は
、
京
都
演
劇
改
良
会
発
会
時
の
理
念
を
掲
げ
、
第
一
回
公
演
に

至
る
同
会
の
動
向
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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二

京
都
演
劇
改
良
会
の
改
良
理
念

明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
四
、
二
十
五
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
の
「
楽

屋
風
呂
」
欄
に
京
都
演
劇
改
良
会
の
規
約
、
全
二
十
八
条
が
分
載
さ
れ
、
そ

の
目
的
を
「
演
劇
の
改
良
伎
芸
の
進
歩
を
図
り
併
せ
て
俳
優
の
品
位
を
高
む

る
」（
第
二
条
。
二
十
四
日
記
事
）
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。

小
櫃
万
津
男
は
前
掲
論
文
で
、
四
月
二
十
六
日
の
発
会
式
で
「
会
長
の
高

木
文
平
が
朗
読
し
た
と
言
う
「
趣
意
書
」
の
内
容
が
遂
に
発
見
し
得
」
な

か
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
従
来
そ
の
内
容
は
未
詳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今

回
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
前
掲
『
大
阪
経
済
雑
誌
』
に
「
高
木
文
平
氏

の
演
劇
改
良
意
見
」
が
載
り
、
ま
た
『
百
舞
台
』
創
刊
号
の
「
京
都
演
劇
改

良
会
彙
報
」
に
は
発
会
式
で
「
高
木
会
長
は
演
説
に
代
へ
て
改
良
会
の
主
趣

を
代
読
さ
せ
た
」
と
し
て
高
木
に
よ
る
「
演
劇
改
良
の
意
見
大
要
」
を
掲
げ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
小
櫃
の
い
う
「
趣
意
書
」

に
あ
た
る
と
思
し
い
。
双
方
の
「
意
見
」
は
些
少
の
異
同
こ
そ
あ
れ
内
容
に

違
い
は
な
い
。
た
だ
し
『
大
阪
経
済
雑
誌
』
は
全
五
条
を
掲
載
す
る
が
、
一

方
『
百
舞
台
』
は
第
五
条
を
省
略
し
て
い
る
た
め
、
本
節
で
は
前
者
を
基
に

整
理
を
行
な
う
。

第
一
「
演
技
の
改
良
」
で
は
、
演
劇
は
「
修
身
学
、
歴
史
学
の
捷
径
に
し

て
、
忠
孝
節
義
を
重
ん
ず
る
の
気
象
を
養
成
す
る
一
教
育
場
と
謂
ふ
も
、
亦

溢
言
に
非
ざ
る
な
り
」
云
々
と
、
そ
の
教
育
的
効
用
を
説
い
て
い
る
。
こ
れ

は
総
体
と
し
て
の
演
劇
の
性
質
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
「
俳
優

の
改
良
」
は
「
貴
顕
紳
士
の
観
劇
」
の
増
加
に
従
い
、
俳
優
も
「
学
識
を
有

し
、
品
行
方
正
、
以
て
教
育
者
流
た
る
価
格
を
素
養
す
る
に
務
む
べ
し
」
と

〔
マ
マ
〕

す
る
。
ま
た
「
男
は
男
伎
を
演
じ
、
女
は
女
技
を
演
」
じ
る
べ
き
で
、
さ
ら

に
「
演
劇
の
最
も
観
客
に
感
を
与
る
は
、
俳
優
の
言
語
に
抑
揚
あ
り
て
、
喜

怒
哀
楽
の
情
、
真
に
逼
る
を
貴
し
と
為
す
」
と
述
べ
る
。
第
三
「
劇
場
の
改

良
」
は
「
観
覧
場
」
で
の
飲
食
や
談
話
、
飲
食
物
の
販
売
を
禁
じ
、
そ
れ
ら

を
「
休
憩
場
」
で
の
み
許
可
す
る
こ
と
で
、
衛
生
問
題
も
含
む
観
劇
環
境
の

改
善
を
め
ざ
し
た
。
第
四
「
時
間
の
改
良
」
は
午
前
七
、
八
時
〜
午
後
十
二

時
で
あ
っ
た
上
演
時
間
を
、
午
後
七
時
〜
十
二
時
に
短
縮
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
昼
間
働
き
、
娯
楽
は
夜
た
の
し
む
一
般
観
客
の
生
活
形
態
を
考
慮
し
た

提
案
で
、
併
せ
て
長
時
間
労
働
に
よ
る
俳
優
の
疲
弊
防
止
と
い
う
理
由
も

あ
っ
た
。
第
五
「
劇
場
構
造
の
改
良
」
は
「
外
国
貴
賓
の
入
場
あ
る
も
、
敢

て
恥
ぢ
ざ
る
劇
場
と
為
す
べ
き
」
と
す
る
。
音
響
面
の
改
善
も
企
図
さ
れ
、

第
二
条
の
「
演
劇
の
最
も
観
客
に
感
を
与
る
は
、
俳
優
の
言
語
に
抑
揚
あ
り

て
」
云
々
と
い
う
行
と
と
も
に
、
聴
覚
性
へ
の
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。

如
上
の
指
針
の
多
く
は
明
治
初
期
か
ら
東
京
で
も
主
張
さ
れ
て
お
り
、
旧

来
の
改
良
理
念
を
踏
襲
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
そ
の
実
現
が
困
難

で
、
後
年
ま
で
同
様
の
問
題
が
提
起
さ
れ
続
け
た
こ
と
や
、
東
京
と
京
都
と

い
う
地
域
差
も
視
野
に
入
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
後
述
す
る
作
者
の
問
題
も
然

り
で
あ
る
。
ま
た
明
治
三
十
年
代
半
ば
に
は
風
俗
改
良
論
が
盛
ん
に
な
り
、

そ
の
中
で
演
劇
を
一
般
の
実
社
会
へ
接
近
せ
し
め
ん
と
す
る
議
論
が
活
発
化

し
て
い（
８
）た。
京
都
で
も
多
岐
に
わ
た
る
事
象
に
対
す
る
「
改
良
意
見
」
が
メ

デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
お
り
、
京
都
演
劇
改
良
会
も
そ
う
し
た
時
勢
の
一
端
を

担
う
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
は
い
え
、
右
の
改
良
意
見
が
直
ち
に
執
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
改

良
会
が
発
会
式
後
に
行
な
っ
た
こ
と
は
財
源
確
保
を
企
図
し
た
会
員
か
ら
の

経
費
徴
収
で
あ
り
、
俳
優
を
「
一
等
よ
り
五
等
に
分
ち
一
等
は
五
十
銭
、
二
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等
四
十
銭
、
二
等
三
十
銭
、
五
等
十
銭
宛
毎
月
徴
集
す
る
事
」（「
楽
屋
風
呂
」

『
京
都
日
出
新
聞
』
五
月
十
八
日
）
と
し
、
各
座
に
通
知
し
た
。
徴
収
方
法

や
、
そ
の
た
め
の
等
級
付
け
は
劇
場
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
歌
舞
伎
座
で

は
市
川
瀧
三
郎
が
任
に
当
た
り
（
同
五
月
二
十
日
）、
明
治
座
で
は
「
静
間

が
割
付
け
徴
収
す
る
為
め
俳
優
の
等
級
は
定
め
」（
同
六
月
二
日
）
な
い
と

い
う
方
針
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
早
い
段
階
で
「
改
良
会

必
ず
失
敗
」（「
寸
馬
豆
人
」『
京
都
日
出
新
聞
』
五
月
十
九
日
）
の
原
因
に

な
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

○
経
費

徴
集
方
法
租
税
徴
収
よ
り
厳
酷
と
俳
優
間
に
不
平
の
声
高
き

は
事
実
也
大
事
は
往
々
小
事
よ
り
し
て
敗
る

（
同
前
）

俳
優
の
み
な
ら
ず
、
劇
場
に
も
同
様
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
。
高
木
文
平

や
井
田
淳
、
各
座
主
と
仕
打
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
「
▲
一
等
（
月
十
円
）
南

座
、
明
治
座
、
歌
舞
伎
座
▲
二
等
（
同
九
円
）
夷
谷
座
▲
三
等
（
同
八
円
）

な
し
▲
四
等
（
同
七
円
）
大
黒
座
▲
五
等
（
同
六
円
）
布
袋
座
▲
六
等
（
同

五
円
）
な
し
▲
七
等
（
同
四
円
）
な
し
▲
八
等
（
同
三
円
）
岩
神
座
▲
九
等

（
同
二
円
）
島
原
座
、
宝
座
、
福
栄
座
、
千
本
北
座
、
千
本
座
等
」（「
楽
屋

風
呂
」『
京
都
日
出
新
聞
』
五
月
二
十
二
日
）
と
決
議
し
た
が
、
程
な
く
し

て
反
発
の
声
が
上
が
る
。

▲
西
陣
千
本
座
、
北
座
、
岩
神
座
、
福
栄
座
は
演
劇
改
良
会
が
命
令
的

に
多
額
の
経
費
を
徴
収
す
る
為
め
大
に
感
情
を
害
し
脱
会
せ
ん
と
し
岩

神
座
主
長
谷
川
が
交
渉
委
員
と
な
り
た
り
聞
く
同
会
を
脱
し
た
る
上
は

西
陣
地
方
の
劇
場
は
別
に
一
の
組
合
を
組
織
す
る
由
（
同
六
月
二
日
）

こ
こ
に
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
八
等
以
下
に
区
分
さ
れ
た
劇
場

で
あ
る
。
公
平
な
協
議
は
行
な
わ
れ
ず
、
警
察
等
の
公
権
力
に
よ
っ
て
強
制

力
を
伴
う
決
定
が
下
さ
れ
た
と
思
し
い
。
こ
の
後
、
別
の
「
組
合
」
が
組
織

さ
れ
た
と
い
う
記
録
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
改
良
会
の
聊
か
独
善

的
と
も
い
え
る
体
制
は
、
次
の
事
例
に
も
顕
著
で
あ
る
。

▲
同
会
は
昨
日
名
誉
顧
問
連
中
の
南
座
観
劇
会
を
催
し
た
が
同
座
は
未

だ
同
会
に
加
入
の
有
無
を
決
定
し
な
い
の
に
突
然
葉
書
で
命
令
的
に
申

込
で
来
た
と
か
で
同
座
は
一
旦
謝
絶
し
た
さ
う
だ
け
れ
ど
更
に
人
を
以

て
申
込
だ
為
に
話
が
納
つ
た
と
か
い
ふ
事
だ

（
同
六
月
二
十
五
日
）

右
の
記
事
に
、
南
座
は
「
大
阪
か
ら
の
出
稼
ぎ
興
行
が
多
い
の
で
大
阪
に

は
協
会
〔
大
阪
演
劇
協
会
ヵ
―
引
用
者
〕
も
そ
れ
〴
〵
取
締
も
あ
る
事
な
れ

ば
別
に
監
督
を
受
る
必
用
も
な
さ
ゝ
う
で
そ
れ
に
月
々
十
円
内
外
の
金
銭
を

徴
収
さ
れ
る
な
ぞ
は
余
り
難
有
く
な
い
事
だ
か
ら
入
会
否
や
は
未
だ
決
定
し

な
い
」
と
い
う
仕
打
安
田
彦
三
郎
の
コ
メ
ン
ト
も
付
さ
れ
た
が
、
数
日
後
同

座
の
興
行
人
建
部
義
太
郎
が
松
原
警
察
署
か
ら
召
喚
を
受
け
る
。
改
良
会
の

名
誉
顧
問
の
観
劇
を
「
一
旦
謝
絶
」
し
た
件
に
つ
き
、
松
原
署
の
仁
木
署
長

か
ら
「
有
益
な
る
観
劇
を
何
故
断
つ
た
と
詰
ら
れ
」（
同
六
月
二
十
九
日
）

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
南
座
の
関
係
者
は
「
命
令
的
の
通
知
状
に
立
腹
し
て

謝
絶
し
た
の
に
〔
…
〕
署
長
が
干
渉
す
る
と
は
酷
い
」（
同
前
）
と
不
満
を

漏
ら
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
翌
月
、
建
部
が
安
田
に
断
り
な
く
、
南
座
の
改

良
会
入
会
を
決
し
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
（
同
七
月
十
八
日
）。
森
西

真
弓
は
前
掲
書
で
、
南
座
は
「
最
後
ま
で
抵
抗
し
て
京
都
演
劇
改
良
会
に
参

加
し
な
か
っ
た
」（
一
八
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
南
座
も
実
際
に

は
入
会
し
て
い
た
（
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
と
す
れ
ば
、
改
良
会
の
同
時

代
京
都
劇
壇
に
対
す
る
影
響
力
が
窺
え
よ
う
。

五
月
二
十
四
日
に
は
円
山
平
野
家
で
京
都
興
行
同
盟
改
良
会
が
発
会
式
を

挙
行
し
、
新
京
極
を
中
心
に
京
都
の
演
劇
や
諸
芸
改
良
の
機
運
は
高
ま
っ
て

い
く
。
新
聞
紙
上
に
も
改
良
に
関
す
る
論
説
が
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
、
わ
け
て
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も
人
々
が
希
求
し
た
の
が
脚
本
改
良
―
―
新
し
い
作
者
の
登
場
だ
っ
た
。

五
月
二
十
九
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
に
「
明
治
座
楽
屋
小
僧
」
な
る
署

名
で
「
演
劇
改
良
に
就
て
」
の
一
文
が
載
る
。
当
代
の
新
演
劇
の
作
者
と
し

て
花
房
柳
外
、
並
木
萍
水
、
岩
崎
蕣
花
を
挙
げ
、
そ
の
「
作
物
と
云
へ
ば
多

く
は
稗
史
小
説
の
焼
直
か
或
ひ
は
是
れ
を
つ�

ぎ�

は�

ぎ�

し
た
位
な
者
で
更
ら
に

書
卸
し
た
と
云
ふ
様
な
者
は
余
り
聞
か
な
い
」（
傍
点
原
文
）
と
い
う
。

今
日
の
梨
園
社
会
は
作
者
に
碌
な
も
の
が
な
い
。
作
者
に
適
当
の
人
物

が
出
な
い
限
り
は
好
演
劇
を
見
る
事
が
出
来
な
い
の
は
理
の
当
然
で
あ

ら
う
演
劇
改
良
の
第
一
着
歩
と
し
て
は
是
非
作
者
の
側
か
ら
撰
ん
で

か
ゝ
ら
ね
ば
駄
目
だ
好
脚
本
の
出
な
い
限
り
は
駄
目
だ
。

（
同
前
）

右
記
「
楽
屋
小
僧
」
の
改
良
意
見
を
引
き
継
ぐ
よ
う
に
、
明
治
座
の
楽
屋

に
あ
る
と
い
う
「
大
達
摩
」
と
「
痩
小
僧
」
の
問
答
形
式
で
「
楽
屋
問
答
」

全
四
回
（『
京
都
日
出
新
聞
』六
月
六
〜
九
日
）
が
掲
載
さ
れ
る
。
東
京
に
お

け
る
演
劇
改
良
会
な
ど
の
先
行
事
例
や
、
坪
内
逍
遙
、
森
鷗
外
ら
に
よ
る
議

論
も
紹
介
し
、
し
か
し
そ
れ
ら
が
高
尚
に
過
ぎ
、
且
つ
西
洋
を
規
範
と
し
た

た
め
実
際
の
演
劇
現
場
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

実
に
演
劇
の
改
良
は
作
者
に
在
り
だ
。
作
者
に
は
俳
優
で
も
金
方
で
も

大
小
道
具
衣
裳
方
に
至
る
迄
も
充
分
押
へ
付
け
る
丈
け
の
権
力
を
持
つ

て
居
ら
ね
ば
駄
目
だ
。

（「
楽
屋
問
答
（
一
）」
六
月
六
日
）

仕
打
が
俳
優
ば
か
り
を
重
視
し
て
報
酬
面
で
も
作
者
が
二
の
次
に
さ
れ
て

き
た
点
を
批
判
し
、
現
場
に
お
け
る
作
者
の
地
位
向
上
を
訴
え
る
。
そ
し
て

仕
打
は
「
高
尚
な
物
を
書
い
て
も
更
ら
に
受
け
な
い
学
者
先
生
や
新
聞
社
の

〔
マ
マ
〕

御
連
中
に
賞
め
ら
れ
る
芝
居
で
は
金
が
儲
か
ら
な
い
の
だ
ら
。
金
儲
け
の
出

来
る
様
な
芝
居
を
書
い
て
貰
ひ
度
と
云
ひ
升
。
夫
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
夫
れ

も
御
断
と
な
る
。
夫
れ
が
嫌
さ
に
つ
い
講
談
物
や
。
俗
受
け
の
す
る
小
説
の

焼
直
し
と
出
掛
る
」（「
楽
屋
問
答
（
二
）」
六
月
七
日
）
と
い
う
現
実
的
課

題
を
突
き
つ
け
る
。
ゆ
え
に
「
財
産
も
名
望
も
地
位
も
在
る
作
者
」（
同
前
）

―
―
従
来
様
の
演
劇
現
場
の
シ
ス
テ
ム
に
と
り
こ
ま
れ
な
い
、
経
済
的
に
も

社
会
的
に
も
自
立
し
た
作
者
の
出
現
を
望
む
声
が
上
が
る
の
だ
っ
た
。

し
か
し
、
新
し
い
作
者
な
ど
そ
う
簡
単
に
現
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

頃
、
夷
谷
座
の
実
川
正
若
が
「
故
人
の
型
等
を
研
究
す
る
為
め
目
下
同
好
の

士
を
募
集
」（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出
新
聞
』
六
月
四
日
）
し
、
静
間
小

次
郎
が
東
京
の
女
学
校
を
卒
業
し
た
今
井
梅
子
な
る
女
優
志
願
者
を
座
員
に

採
用
す
る
（
同
八
月
五
、
七
日
）
な
ど
、
個
々
の
俳
優
は
演
劇
改
良
の
実
践

を
試
み
た
が
、
改
良
会
自
体
と
し
て
は
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
さ
ず
、
し
だ

い
に
会
員
―
―
と
く
に
俳
優
の
不
満
が
表
面
化
す
る
。
中
に
は
「
毎
月
経
費

を
徴
収
さ
れ
て
も
一
向
其
効
が
見
へ
な
い
の
で
反
対
者
を
糾
合
し
て
会
長
に

一
の
建
議
書
を
出
さ
う
と
の
目
下
其
の
運
動
に
奔
走
」（
同
七
月
八
日
）
す

る
者
も
現
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
や
や
長
期
化
す
る
。

▲
京
都
演
劇
改
良
会
は
此
ま
で
何
の
効
も
な
く
ま
た
書
記
の
如
き
は
入

会
せ
し
む
べ
き
資
格
あ
る
〔
実
川
―
引
用
者
〕
延
二
郎
外
数
名
の
如
き

者
を
も
勧
誘
も
せ
ず
に
総
て
事
緩
慢
に
附
す
る
を
以
て
明
治
座
及
其
他

の
反
対
連
中
は
近
日
総
会
を
請
求
し
会
務
整
理
及
会
費
節
減
の
反
対
運

動
を
為
さ
ん
と
て
目
下
頻
り
に
奔
走
中
と
の
事
▲
右
に
就
き
或
る
俳
優

は
我
々
は
目
下
の
改
良
会
の
事
業
に
就
て
は
大
々
的
反
対
の
事
も
あ
る

が
目
下
新
京
極
の
劇
場
は
白
井
、
大
谷
兄
弟
の
手
で
興
行
し
居
れ
ば
若

し
反
対
す
れ
ば
改
革
の
実
も
上
ら
ず
に
首
落
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
仕
誼

で
当
地
で
は
稼
が
れ
な
い
事
に
な
る
為
暫
く
黙
つ
て
機
会
を
見
て
居
る

の
だ
と
い
つ
て
居
た
▲
そ
れ
と
い
ふ
が
最
初
創
業
の
際
改
良
会
に
反
対

す
る
と
京
都
で
は
興
行
さ
せ
な
い
と
警
察
権
を
振
廻
し
た
と
か
い
ふ
咄
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も
あ
る
の
で
夫
れ
等
が
俳
優
の
頭
脳
に
あ
る
為
毎
月
無
益
の
経
費
を
も

我
慢
し
て
負
担
し
て
居
る
の
だ
と
憤
慨
し
て
居
た

（
同
八
月
十
六
日
／
傍
線
引
用
者
）

こ
う
し
た
改
良
会
に
対
す
る
演
劇
現
場
の
反
発
を
背
景
に
、
九
月
、
福
井

茂
兵
衛
が
第
一
回
公
演
を
行
な
う
。
右
の
記
事
に
い
う
反
対
運
動
と
の
直
接

的
関
連
は
不
分
明
だ
が
、
福
井
が
同
様
の
疑
念
を
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
（
次
節
で
補
足
）。
そ
し
て
、
福
井
の
公
演
活
動
の

支
柱
と
な
り
、
同
時
に
世
論
の
〈
新
し
い
作
者
の
登
場
〉
と
い
う
要
請
を

担
っ
た
の
が
、
高
安
月
郊
で
あ
っ
た
。

三

福
井
茂
兵
衛
と
静
間
小
次
郎
の
距
離

京
都
演
劇
改
良
会
に
は
数
名
の
ブ
レ
ー
ン
が
い
た
が
、
観
劇
会
や
会
議
へ

の
参
加
程
度
の
役
割
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
高
安
月
郊
は
、
脚
本
執
筆
と
い
う

形
で
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
月
郊
は
「
京
都
に
於
け
る
演
劇
改
良
」（『
高

安
乃
里
』
所
収
、
書
物
展
望
社
、
昭
和
九
年
）
で
改
良
会
に
つ
い
て
、

其
始
は
各
座
を
見
て
注
意
を
与
へ
る
位
で
、私
も
其
顧
問
を
托
さ
れ
た
。

其
内
明
治
座
主
で
あ
つ
た
大
谷
氏
が
脚
本
を
島
華
水
氏
に
依
頼
し
、
氏

か
ら
私
に
紹
介
し
た
の
で
、「
月
照
」
を
書
い
て
渡
す
と
、
其
頃
新
作

に
可
能
性
が
あ
つ
た
の
は
新
派
ば
か
り
、
然
も
其
派
の
手
に
歴
史
物
は

合
は
ぬ
か
ら
返
へ
さ
う
と
し
た
〔
…
〕

（
一
〇
二
頁
）

と
記
し
て
い
る
。

平
井
法
は
『
高
安
乃
里
』
等
の
記
述
か
ら
改
良
会
と
月
郊
の
関
係
に
ふ
れ

て
お
り
（『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
五
十
三
巻
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文

化
研
究
所
、
昭
和
五
十
七
年
、
二
〇
七
〜
二
〇
九
頁
）、
さ
ら
に
河
野
仁
昭

は
平
井
論
を
受
け
て
、
大
谷
か
ら
島
華
水
を
介
し
た
月
郊
へ
の
執
筆
依
頼
が

「
演
劇
改
良
会
発
足
後
の
こ
と
だ
と
し
た
ら
、
月
郊
は
発
足
当
初
、
会
員
で

は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
会
員
だ
っ
た
ら
大
谷
は
直
接
月
郊
に
依
頼
し

た
は
ず
だ
」（『
京
都
の
明
治
文
学
―
伝
統
の
継
承
と
変
革
―
』
白
川
書
院
、

平
成
十
九
年
、
一
二
四
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
こ
で
平
井
や
河
野
が
典

拠
と
す
る
月
郊
の
回
想
を
同
時
代
資
料
に
よ
っ
て
裏
づ
け
て
み
た
い
。

各
紙
誌
の
京
都
演
劇
改
良
会
関
連
記
事
に
初
め
て
月
郊
の
名
が
登
場
す
る

の
は
管
見
の
限
り
、
明
治
三
十
五
年
五
月
十
六
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
の

「
楽
屋
風
呂
」
欄
で
あ
る
。
改
良
会
が
嘱
託
し
た
名
誉
顧
問
と
名
誉
評
議
員

が
発
表
さ
れ
、
名
誉
顧
問
と
し
て
織
田
萬
、
朝
永
正
三
、
伊
藤
小
三
郎
、
賀

来
熊
次
郎
、
島
文
次
郎
、
山
本
良
吉
、
小
林
清
作
、
堀
江
純
吉
と
並
ぶ
最
後

に
、
高
安
三
郎
と
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
月
郊
の
本
名
で
あ
る
。
こ
の
と

き
指
名
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
の
複
数
が
四
月
二
十
六
日
の
発
会
式
に
出
席
し
て

い
る
が
、
前
掲
諸
紙
誌
に
月
郊
の
名
は
見
当
た
ら
ず
、
河
野
の
い
う
よ
う
に

「
月
郊
は
発
足
当
初
、
会
員
で
は
な
か
っ
た
」
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

京
都
演
劇
改
良
会
の
名
誉
顧
問
高
安
月
郊
氏
が
明
治
座
の
静
間
一
座
の

為
に
「
月
照
」
と
い
ふ
一
幕
物
を
書
卸
し
た
け
れ
ど
何
か
事
情
で
も
あ

る
事
か
今
暫
ら
く
舞
台
へ
懸
け
ら
れ
な
い
と
か
い
つ
て
居
る

（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出
新
聞
』
六
月
二
十
五
日
）

顧
問
就
任
後
、
月
郊
は
「
月
照
」
を
書
き
下
ろ
し
た
。
依
頼
の
正
確
な
時

日
は
断
定
で
き
な
い
が
、
重
要
な
の
は
『
高
安
乃
里
』
に
あ
る
、
島�

華�

水�

を�

通�

じ�

て�

月
郊
が
脚
本
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
点
だ
ろ
う
。
月
郊
と
華
水
は
、

詩
人
会
や
銀
峰
会
と
い
う
一
種
の
文
化
的
サ
ロ
ン
で
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

お（
９
）り、
改
良
会
に
発
会
時
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
華
水
を
仲
立
ち
に
月
郊
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も
同
会
に
参
画
。
や
が
て
銀
峰
会
と
改
良
会
は
「
一
致
の
運
動
を
と
る
や
う

に
な
つ
た
」（
高
安
月
郊
「
京
都
文
壇
物
語
」『
文
章
世
界
』
明
治
四
十
三
年

二
月
）
と
い
う
。月
郊
と
同
時
代
京
都
文
化
圏
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

で
は
、
一
度
は
斥
け
ら
れ
た
月
郊
の
「
月
照
」
が
上
演
に
至
る
経
緯
は
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
前
掲
『
高
安
乃
里
』
の
続
き
を
引
く
。

〔
…
〕
時
に
福
井
茂
兵
衛
は
同
座
〔
明
治
座
―
引
用
者
〕
に
ゐ
た
が
他

と
都
合
が
よ
く
な
い
の
で
出
た
。
所
へ
西
洋
か
ら
帰
つ
て
来
た
の
は
川

上
音
二
郎
で
、
福
井
は
神
戸
に
迎
へ
て
相
談
し
た
ら
し
い
、
然
し
川
上

は
既
に
計
画
を
立
て
ゝ
ゐ
た
の
で
直
に
は
容
れ
な
か
つ
た
。
福
井
は
京

へ
取
つ
て
返
し
、
自
分
一
己
で
改
良
劇
を
企
て
た
の
は
同
年
〔
明
治
三

十
五
年
―
引
用
者
〕
九
月
で
あ
る
。

（
一
〇
二
頁
）

既
述
の
ご
と
く
福
井
茂
兵
衛
の
第
一
回
公
演
で
「
月
照
」
は
上
演
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
福
井
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
に
常

盤
座
で
火
災
を
出
し
た
静
間
小
次
郎
が
夷
谷
座
で
公
演
を
打
っ
て
い
た
明
治

三
十
五
年
一
月
か
ら
静
間
一
座
に
加
わ
っ
た
。
当
時
の
『
京
都
日
出
新
聞
』

の
投
書
欄
「
お
と
し
文
」
に
は
連
日
、

最
初
静
間
で
は
常
盤
座
出
火
の
失
策
が
あ
つ
た
の
で
彼
れ
是
れ
と
物
議

も
起
り
夫
れ
が
為
め
に
福
井
を
入
れ
た
の
だ
さ
う
だ
が
成
程
福
井
は
京

都
で
は
人
気
の
あ
る
役
者
だ
か
ら
縁
起
の
能
い
の
も
尤
も
だ
な
ら
う
事

な
ら
一
番
目
二
番
目
に
も
顔
を
出
し
て
貰
ひ
た
い
も
の
な
の
だ
け
れ
ど

（
望
蜀
生
／
一
月
九
日
）

福
井
が
久
々
に
て
人
気
者
の
静
間
と
合
同
し
て
の
興
行
で
あ
る
か
ら
素

よ
り
悪
か
ら
う
筈
な
く
満
場
立
錐
の
地
も
余
ま
さ
ず
然
る
に
茲
に
最
も

遺
憾
な
る
は
福
井
が
僅
か
に
朝
の
内
二
度
ば
か
り
顔
を
出
す
の
み
に
て

誠
に
喰
ひ
足
ら
ぬ
感
じ
が
す
る
二
月
興
行
に
は
朝
晩
の
内
数
度
出
演
す

る
事
に
し
て
貰
ひ
た
い

（
鴨
東
劇
痴
生
／
一
月
十
日
）

と
い
っ
た
投
書
が
載
り
、
京
都
に
お
け
る
福
井
茂
兵
衛
の
人
気
が
窺
え
る
。

こ
の
と
き
福
井
は
大
阪
朝
日
座
と
の
掛
け
持
ち
で
あ
っ
た
が
、
翌
月
、
静
間

と
と
も
に
明
治
座
へ
移
籍
。
以
後
彼
ら
は
新
聞
小
説
の
脚
色
作
品
な
ど
を
精

力
的
に
上
演
し
、
京
都
演
劇
改
良
会
に
も
揃
っ
て
会
員
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
改
良
会
の
停
滞
や
俳
優
の
不
満
が
高
ま

る
中
で
、
福
井
は
明
治
座
を
脱
退
す
る
。
八
月
二
十
三
日
付
『
京
都
日
出
新

聞
』
の
「
楽
屋
風
呂
」
欄
は
「
明
治
座
の
福
井
は
仕
打
の
大
谷
と
衝
突
の
結

果
い
よ
い
よ
抜
け
る
事
に
決
定
し
た
」
と
報
じ
、
恰
も
福
井
と
交
代
か
の
ご

と
く
川
上
薫
の
加
入
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
福
井
の
行
動
が

突
発
的
な
も
の
で
な
く
、
か
ね
て
明
治
座
と
の
間
に
不
和
が
あ
っ
た
こ
と
が

推
察
で
き
、
前
掲
『
高
安
乃
里
』
の
記
述
を
裏
づ
け
得
よ
う
。

で
は
、
福
井
と
川
上
音
二
郎
と
の
接
触
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

音
二
郎
が
第
二
次
海
外
巡
業
（
明
治
三
十
四
年
四
月
〜
翌
年
八
月
）
か
ら

帰
国
し
た
の
は
、
八
月
二
十
日
未
明
の
こ
と
で
あ
る
（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都

日
出
新
聞
』
八
月
二
十
二
日
）。
こ
の
と
き
、
福
井
が
明
治
座
を
「
代
表
し

て
仕
打
の
大
谷
と
共
に
わ
ざ
〳
〵
神
戸
ま
で
出
迎
ひ
に
行
」（
同
八
月
十
九

日
）
っ
た
と
い
う
。
福
井
と
大
谷
の
訣
別
を
報
じ
た
前
掲
記
事
の
日
付
は
八

月
二
十
三
日
で
あ
り
、音
二
郎
の
帰
国
時
、二
人
は
ま
だ
完
全
に
袂
を
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

各
座
が
音
二
郎
に
帰
朝
公
演
を
要
請
し
た
が
、
彼
は
「
二
度
目
の
洋
行
帰

り
の
手
前
も
あ
れ
ば
大
い
に
改
良
的
の
演
劇
を
し
な
け
れ
ば
攻
撃
を
受
け
る

事
は
当
然
だ
か
ら
自
分
の
希
望
通
り
の
注
文
を
仕
打
が
聞
入
れ
な
い
事
に
は

開
演
し
な
い
決
心
」
で
、
そ
の
「
希
望
」
を
「
第
一
脚
本
は
劇
の
思
想
の
あ

る
文
学
士
位
を
一
名
雇
入
れ
て
脚
本
を
造
ら
し
め
そ
れ
を
四
五
の
文
学
者
連
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中
の
校
閲
を
得
て
演
ず
る
事
縦
令
受
け
な
く
て
も
飽
く
ま
で
も
其
精
神
を
貫

い
て
看
客
を
改
良
す
る
事
、
第
二
衣
装
、
道
具
、
電
気
等
は
充
分
取
調
べ
る

事
」（
同
八
月
二
十
二
日
）
と
述
べ
た
。
彼
の
コ
メ
ン
ト
の
裏
に
は
、
前
年

に
第
一
次
海
外
巡
業
（
明
治
三
十
二
年
四
月
〜
同
三
十
四
年
一
月
）
か
ら
帰

国
し
た
際
、
興
行
者
の
要
請
で
急
造
の
帰
朝
公
演
を
行
な
い
、
東
京
の
批
評

家
か
ら
酷
評
を
受
け
た
経
験
も
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な（

１０
）い。

前
掲
八
月
十
九
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
記
事
の
ご
と
く
、
神
戸
へ
赴
い

た
福
井
が
音
二
郎
と
接
触
し
、
仕
打
と
の
関
係
に
つ
い
て
助
言
を
受
け
た
乃

至
そ
の
志
向
に
感
化
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
福
井
が
、
明
治
座
の
仕
打
で
あ
る

大
谷
竹
次
郎
の
興
行
方
法
、
ま
た
演
劇
改
良
の
方
策
に
疑
義
を
呈
し
、
二
人

の
「
衝
突
」
が
顕
在
化
し
た
可
能
性
も
考
慮
に
入
れ
て
よ
い
。
前
掲
八
月
十

六
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
が
伝
え
た
改
良
会
、
松
竹
、
警
察
等
に
対
す
る

新
俳
優
た
ち
の
反
発
に
鑑
み
れ
ば
、
福
井
の
明
治
座
脱
退
は
停
滞
し
て
い
た

現
況
打
破
の
一
手
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
そ
の
後
も
福
井
と
改
良
会
は
良
好
な
関
係
を
保
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
八
月
二
十
四
日
に
共
楽
館
で
催
さ
れ
た
茶
話
会
は
「
嶋
、
高
安
、
朝

永
、
清
水
等
の
各
名
誉
顧
問
、
福
井
、
静
間
、
金
泉
、
深
澤
等
の
各
会
員
そ

れ
に
井
田
五
條
署
長
、
吉
本
幹
事
外
二
名
と
滞
在
中
の
藤
澤
浅
次
郎
が
来
会

し
た
ゞ
け
で
藤
澤
の
洋
行
土
産
談
等
が
あ
つ
」（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出

新
聞
』
八
月
二
十
五
日
）
た
。
こ
の
日
「
福
井
は
改
良
劇
場
を
新
築
し
や
う

と
兼
て
よ
り
希
望
の
処
〔
…
〕
図
面
を
携
へ
て
来
た
が
不
完
全
の
処
が
あ
る

の
で
嶋
顧
問
に
嘱
托
し
て
工
科
大
学
へ
図
面
設
計
方
を
依
頼
し
」（
同
前
）

た
と
い
う
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
四
条
南
座
で
「
改
良
演
劇
」

と
称
し
た
公
演
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
（
同
九
月
二
日
）、
松
原
警
察
署
に

八
箇
条
の
改
良
施（

１１
）策を
提
出
し
て
い
る
（
同
九
月
五
日
）。

当
時
の
福
井
の
心
境
は
「
南
座
の
福
井
一
座
の
改
良
演
劇
は
昨
日
口
上
招

き
を
出
す
筈
な
り
し
も
福
井
は
余
り
早
く
出
す
時
は
世
間
か
ら
明
治
座
の
静

間
一
座
に
反
抗
の
様
に
見
ら
れ
て
も
厭
な
り
と
て
絵
看
板
を
上
げ
る
前
日
に

出
す
事
と
せ
り
」（
同
前
）
と
い
っ
た
記
事
に
窺
え
る
。
一
方
、
静
間
は
「
是

は
誠
に
劇
界
の
為
め
に
喜
ぶ
べ
き
事
で
我
々
と
て
も
改
良
し
た
き
事
山
々
な

れ
共
金
を
か
け
て
改
良
し
て
夫
が
京
都
の
看
客
に
適
す
る
や
否
や
は
不
明
の

為
め
見
合
せ
て
居
つ
た
が
福
井
が
演
じ
て
成
効
す
れ
ば
我
々
の
座
も
次
興
行

か
ら
改
良
を
実
行
す
る
決
心
」（
同
九
月
六
日
）
と
、
福
井
の
行
動
を
肯
定

的
に
受
け
止
め
て
い
る
か
に
見
え
る
。

し
か
し
、
後
年
静
間
が
自
身
の
履
歴
を
語
っ
た
「
名
家
真
相
録
」（『
演
芸

画
報
』
明
治
四
十
一
年
十
二
月
）
の
中
に
、
京
都
演
劇
改
良
会
に
つ
い
て
ふ

れ
た
行
が
あ（

１２
）り、
そ
こ
で
は
静
間
が
福
井
に
抱
い
た
距
離
感
が
端
的
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
聊
か
長
く
な
る
が
、
一
部
を
引
い
て
お
き
た
い
。

西
洋
諸
国
の
進
化
せ
る
風
習
を
参
酌
し
て
我
国
の
演
劇
を
理
想
化
し
、

一
般
国
民
の
教
育
上
の
補
助
と
し
や
う
と
云
ふ
理
論
上
よ
り
は
極
め
て

正
確
な
も
の
で
、
こ
れ
が
其
儘
実
行
さ
へ
出
来
れ
ば
何
の
雑
作
も
無
い

誠
に
結
構
な
次
第
で
す
が
、
イ
ザ
と
為
る
と
色
々
の
情
実
が
蟠
つ
て
兎

角
断
行
が
為
に
く
い
ん
で
す
、〔
…
〕
即
ち
理
論
と
実
行
と
が
伴
は
な

い
証
拠
で
こ
れ
は
単
に
個
人
の
意
志
の
薄
弱
に
起
因
す
る
も
の
で
す
が

そ
れ
で
す
ら
此
の
通
り
、
況
し
て
多
人
数
の
集
合
団
体
で
殊
に
観
客
の

半
分
否
そ
れ
以
上
は
芸
妓
及
娘
連
中
を
以
て
充
さ
れ
た
る
芝
居
に
於
て

怎
う
し
て
急
激
に
改
革
が
行
へ
ま
せ
う
、〔
…
〕
私
の
苦
心
し
た
の
も
、

全
く
こ
の
点
に
あ
る
の
で
す
、
福
井
君
と
衝
突
し
た
の
も
矢
張
り
こ
の

点
に
あ
る
の
で
君
は
至
つ
て
急
進
主
義
で
四
方
の
事
情
に
拘
泥
せ
ず
ズ

ン
〳
〵
決
行
す
る
方
で
、
私
は
漸
進
主
義
で
す
か
ら
徐
々
に
改
革
を
遣
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ら
う
と
云
ふ
畢
竟
意
志
の
合
な
い
処
か
ら
分
離
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
福

井
君
は
八
月
一
座
を
脱
し
て
第
一
回
は
四
條
南
座
に
拠
り
木
村
猛
夫
、

熱
海
孤
舟
、
村
田
正
雄
、
井
上
正
雄
な
ど
の
大
一
座
で
一
番
目
は
、
高

〔
マ
マ
〕

安
月
郊
氏
の
作
『
月
照
』
二
番
目
は
島
華
水
氏
の
作
『
闇
の
光
』
を
演

じ
、
第
二
回
は
夷
谷
座
で
月
郊
氏
作
『
大
塩
平
八
郎
』
を
出
し
ま
し
た

が
、
何
れ
も
脚
本
と
し
て
は
立
派
な
も
の
で
劇
そ
の
も
の
は
無
論
成
功

し
た
で
し
や
う
が
、
人
気
に
至
つ
て
は
失
敗
に
葬
ら
れ
不
幸
に
も
大
阪

へ
引
揚
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
つ
た
の
で
す
。

（
傍
線
引
用
者
）

「
闇
と
光
」
を
島
華
水
の
作
と
す
る
誤
り
や
第
三
回
改
良
演
劇
の
欠
落
な

ど
も
見
え
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
静
間
と
福
井
の
「
衝
突
」
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
二
人
の
演
劇
改
良
に
対
す
る
意
見
の
違
い
が
明
確
に
語
ら
れ
て
い
る
。

静
間
が
危
惧
し
た
の
は
、
集
団
性
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
演
劇
表
現
の
特

質
ゆ
え
に
想
定
さ
れ
る
、
当
該
時
点
で
の
演
劇
改
良
の
不
可
能
性
―
―
わ
け

て
も
大
多
数
の
観
客
レ
ベ
ル
に
対
す
る
懸
念
で
あ
る
。

当
時
の
京
阪
の
客
席
は
、
た
と
え
ば
「
関
西
の
観
客
の
習
慣
と
し
て
劇
場

へ
来
れ
ば
無
暗
矢
鱈
に
飲
喰
ひ
仕
升
〔
…
〕
是
れ
ぢ
や
ア
と
て
も
演
劇
の
趣

味
抔
は
感
じ
ま
す
ま
い
。
又
こ
う
云
ふ
観
客
に
限
つ
て
。
真
に
演
劇
を
観
る

と
云
ふ
の
で
無
い
か
ら
必
ず
ペ
チ
ヤ
〳
〵
饒
舌
り
ま
す
る
〔
…
〕
東
京
は
チ

ヨ
ン
〳
〵
と
直
し
木
が
這
入
り
ま
す
と
喰
ひ
掛
け
の
弁
当
も
蓋
を
仕
て
仕
舞

ひ
ま
す
」（
大
達
摩
・
痩
小
僧
「
楽
屋
問
答
（
三
）」『
京
都
日
出
新
聞
』
六

月
八
日
）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。
ま
た
月
郊
が
、
東
京
の
観

客
は
男
子
が
多
い
が
、
京
阪
は
女
子
が
多
い
た
め
に
「
女
子
の
劇
眼
高
く
な

る
か
〔
…
〕
男
子
の
好
尚
広
く
な
る
に
非
ず
ば
改
良
も
は
か
ど
ら
ざ
る
べ

し
」、「
文
学
の
読
者
も
亦
其
眼
を
劇
に
移
せ
」（「
演
劇
改
良
の
実
行
方
案
」

『
小
天
地
』
明
治
三
十
五
年
七
月
）
と
論
じ
た
よ
う
に
、
従
来
の
一
般
観
客

の
改
良
と
、
新
た
な
客
層
の
開
拓
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ（

１３
）る。

そ
の
意
味
で
、
福
井
茂
兵
衛
の
第
一
回
改
良
演
劇
に
は
、
従
来
と
異
な
る

層
の
観
客
が
集
ま
っ
た
。
同
時
代
評
に
は
「
改
良
と
銘
打
ち
た
る
丈
け
に
客

種
も
亦
好
き
も
の
ゝ
如
し
、
所
謂
オ
ヘ
コ
芝
居
の
常
連
の
如
き
を
見
受
け
ざ

り
し
」（「
寸
馬
豆
人
」『
京
都
日
出
新
聞
』
九
月
二
十
二
日
）、「
今
度
の
見

物
は
全
然
違
ふ
、
洋
服
や
紋
附
の
羽
織
や
束
髪
が
多
く
て
白
粉
臭
い
の
は
少

な
い
」（
△
□
○
生
「
四
條
南
座
の
改
良
演
劇
（
上
）」『
大
阪
毎
日
新
聞
』

九
月
二
十
七
日
）
な
ど
と
あ
る
。そ
う
し
た
「
多
少
眼
識
の
あ
る
人
の
〔
…
〕

好
奇
心
」（
同
行
二
人
「
南
座
の
改
良
演
劇
」『
京
都
日
出
新
聞
』
九
月
二
十

二
日
）
を
刺
戟
し
た
理
由
と
し
て
「
就
中
特
筆
す
べ
き
は
京
都
に
て
は
破
天

荒
と
も
云
ふ
べ
き
脚
本
の
改
良
」（
ゆ
か
り
の
屋
「
南
座
の
改
良
演
劇
」『
大

阪
朝
日
新
聞
』
九
月
二
十
二
日
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い（

１４
）た。

静
間
は
前
掲
回
想
中
、
自
ら
を
「
漸
進
主
義
」
と
い
い
、
福
井
を
「
急
進

主
義
」
と
規
定
し
た
が
、
ま
さ
に
「
理
論
」
が
先
立
ち
「
実
行
」
が
伴
わ
ぬ

ま
ま
時
だ
け
が
過
ぎ
て
い
た
演
劇
改
良
の
膠
着
を
超
克
す
る
に
は
、
福
井
の

「
急
進
」
性
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
高
安
月
郊
と
の
協
働
が
京

都
の
演
劇
改
良
運
動
を
力
強
く
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
動
き
を
、
当
時

と
し
て
は
意
識
の
高
い
人
々
が
積
極
的
に
受
け
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
月
郊
自
身
、
改
良
会
を
経
由
し
た
福
井
と
の
邂
逅
に
よ
っ
て
初
め
て
演
劇

現
場
に
携
わ
る
機
を
得
、
自
作
の
上
演
が
叶
う
。
福
井
の
第
一
回
改
良
演
劇

は
、
劇
作
家
高
安
月
郊
の
実
質
的
な
出
発
で
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

第
一
回
改
良
演
劇
を
終
え
、
南
座
は
「
看
客
が
改
良
演
劇
と
い
ふ
の
が
同
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情
す
る
の
か
大
い
に
足
取
が
可
い
の
で
此
の
機
を
外
さ
ず
第
二
回
改
良
演
劇

を
催
」（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出
新
聞
』
九
月
二
十
二
日
）
す
こ
と
を
決

す
る
が
、
南
座
の
経
営
主
体
が
変
わ
っ
た
（
同
十
月
二
十
四
日
）
た
め
で
も

あ
ろ
う
か
、
第
二
回
は
白
井
松
次
郎
が
経
営
す
る
新
京
極
の
夷
谷
座
で
行
な

わ
れ
る
。
そ
う
し
た
福
井
茂
兵
衛
の
成
功
に
感
化
さ
れ
、
高
木
文
平
や
井
田

淳
が
公
演
時
の
「
劇
場
の
貸
借
に
尽
力
」（
同
十
月
七
日
）
し
た
。
実
川
延

二
郎
が
歌
舞
伎
座
の
改
良
案
を
仕
打
の
大
谷
竹
次
郎
に
提
出
し
（
同
十
月
十

日
）、
そ
れ
を
受
け
た
実
川
正
若
は
夷
谷
座
の
改
良
を
考
案
し
（
同
十
月
十

七
日
）、
さ
ら
に
不
仲
を
噂
さ
れ
て
い
た
延
二
郎
と
正
若
が
合
併
顔
見
世
興

行
を
催
す
（
同
十
一
月
二
十
三
日
）
な
ど
、
新
京
極
界
隈
の
演
劇
改
良
運
動

に
具
体
的
な
実
行
性
が
付
与
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

大
笹
吉
雄
は
、
高
安
月
郊
の
回
想
記
事
「
福
井
茂
兵
衛
と
京
都
演
劇
改
良

会
」（『
演
芸
画
報
』
昭
和
五
年
四
月
）
を
典
拠
に
、
京
都
改
良
会
の
「
第
一

回
公
演
は
福
井
の
自
主
公
演
だ
っ
た
ら
し
く
、
三
回
と
も
会
の
公
演
と
す
る

小
櫃
万
津
男
の
調
査
〔
…
〕
と
は
く
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
そ
の
解
明

は
今
後
に
待
つ
」（『
日
本
現
代
演
劇
史

明
治
・
大
正
篇
』
白
水
社
、
昭
和

六
十
年
、
四
七
五
頁
）
と
述
べ
た
が
、
第
一
回
改
良
演
劇
が
福
井
を
主
体
に

実
践
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
厳
密
に
言
え
ば
、
以

降
の
第
二
回
、
第
三
回
と
銘
打
た
れ
た
「
改
良
演
劇
」
に
も
京
都
演
劇
改
良

会
の
冠
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
全
三
回
と
も
改
良
会
の
主�

催�

公

演
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
大
谷
、
静
間
と
の
「
衝
突
」
か
ら
明
治
座
を
脱
退
し
た
福
井
だ

が
、
先
述
し
た
よ
う
に
改
良
会
と
の
関
係
ま
で
断
絶
し
て
は
い
な
い
。
月
郊

や
華
水
の
直
接
的
な
参
画
、
高
木
や
井
田
ら
改
良
会
員
の
稽
古
場
訪
問
等
に

鑑
み
れ
ば
、
改
良
会
の
後
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
第
二
回
改
良

演
劇
で
は
高
木
ら
の
指
揮
下
で
「
総
稽
古
」
を
行
な
い
、
初
日
前
夜
に
も
拘

ら
ず
道
具
の
不
備
を
徹
夜
で
改
修
さ
せ
る
と
い
う
力
の
入
れ
様
で
あ
っ
た

（「
楽
屋
風
呂
」『
京
都
日
出
新
聞
』
十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日
）。
そ

し
て
白
井
松
次
郎
が
夷
谷
座
を
提
供
し
た
こ
と
で
、
改
良
会
に
よ
る
後
援
的

意
義
が
深
ま
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ（

１５
）う。
改
良
会
の
総
意
と
し
て
も
、
福

井
の
想
定
外
の
成
功
に
乗
じ
て
改
良
運
動
の
興
隆
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
時
は
舞
台
、
客
席
と
も
に
演
劇
改
良
に
対
す
る
意
識
の
高
さ

を
共
有
し
え
た
も
の
の
、
福
井
一
座
の
「
急
進
主
義
」
的
な
公
演
は
三
回
で

挫
折
す
る
。
静
間
が
懸
念
し
た
客
層
の
問
題
は
完
全
に
は
克
服
で
き
な
か
っ

た
と
思
し
い
。
た
だ
し
福
井
の
第
三
回
改
良
演
劇
の
失
敗
後
も
、
静
間
小
次

郎
や
実
川
正
若
は
京
都
演
劇
改
良
会
の
支
援
を
得
た
演
劇
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
。
静
間
の
「
漸
進
主
義
」
が
客
層
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
一
般

観
客
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
。
京
都
劇
壇
の
実
態
を
解
明
す
る
た
め

に
も
、
別
稿
を
期
し
て
検
討
し
た
い
。

註

（
１
）
拙
稿
「
高
安
月
郊
と
京
都
演
劇
改
良
会
―
―
第
三
回
改
良
演
劇
の
実

体
と
、
そ
の
挫
折
―
―
」（『
演
劇
学
論
集

日
本
演
劇
学
会
紀
要
』
第

五
十
三
号
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
）

（
２
）
新
聞
記
事
は
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
編
『
京
都
府
百
年
の
資
料

九

芸
能
編
』（
京
都
府
、
昭
和
四
十
七
年
）、
国
立
劇
場
近
代
歌
舞
伎

年
表
編
纂
室
編
『
近
代
歌
舞
伎
年
表

京
都
篇
』
第
三
巻
（
八
木
書

店
、
平
成
九
年
）
お
よ
び
第
四
巻
（
同
、
平
成
十
年
）
を
参
照
し
た
上

で
原
資
料
を
確
認
し
、
従
来
未
紹
介
の
記
事
も
用
い
て
い
る
。

（
３
）
明
治
三
十
四
年
六
月
二
十
六
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
に
掲
載
。
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（
４
）
前
掲
『
京
都
府
百
年
の
資
料

九

芸
能
編
』
に
「
附
録
」
と
し
て

収
録
。
原
本
は
未
見
。

（
５
）
モ
リ
エ
ー
ル
原
作
、
尾
崎
紅
葉
翻
案
か
。
ま
た
「
京
都
演
劇
改
良
会

彙
報
」（『
百
舞
台
』
創
刊
号
）
に
は
「
喜
劇
落
天
府
」
と
あ
る
。

（
６
）
無
署
名
「
演
劇
改
良
会
発
会
式
」（『
京
都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
五

年
四
月
二
十
八
日
）
に
は
、
明
治
座
の
新
俳
優
「
熊
谷
、
辰
見
、
泉
、

花
井
、
一
井
、
楠
、
安
藤
、
高
橋
等
の
書
生
踊
」
と
あ
る
。

（
７
）
同
時
代
京
都
劇
壇
と
松
竹
に
つ
い
て
は
、秋
庭
太
郎
『
日
本
新
劇
史
』

上
巻
（
理
想
社
、
昭
和
三
十
年
、
四
〇
六
〜
四
〇
九
頁
）、
寺
田
詩
麻

「
明
治
三
十
年
代
京
都
の
松
竹
―
そ
の
経
営
の
性
質
―
」（『
演
劇
セ
ン

タ
ー
紀
要
Ⅶ
』
平
成
十
八
年
一
月
）
に
詳
し
い
。
本
稿
は
京
都
演
劇
改

良
会
と
の
関
係
も
含
め
て
右
の
論
考
に
示
唆
を
受
け
た
。

（
８
）
秋
庭
太
郎
「
明
治
三
十
年
代
の
芝
居
風
俗
と
芝
居
茶
屋
の
弊
害
」

（『
東
都
明
治
演
劇
史
』
所
収
、
中
西
書
店
、
昭
和
十
二
年
）
参
照
。

（
９
）
河
野
仁
昭
『
京
都
の
明
治
文
学
―
伝
統
の
継
承
と
変
革
―
』（
白
川

書
院
、
平
成
十
九
年
、
一
二
九
頁
）
な
ど
参
照
。

（
１０
）
松
本
伸
子
『
明
治
演
劇
論
史
』（
演
劇
出
版
社
、
昭
和
五
十
年
）、
拙

稿
「
明
治
三
十
四
年
の
川
上
音
二
郎
・
序
説
―
―
大
阪
朝
日
座
に
お
け

る
新
演
劇
大
合
同
の
周
辺
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
〇
八
号
、

平
成
二
十
四
年
七
月
）
な
ど
参
照
。

（
１１
）
寺
田
前
掲
論
文
は
音
二
郎
の
帰
国
時
の
発
言
と
福
井
の
八
箇
条
か
ら

相
互
の
影
響
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
註
１
掲
出
の
拙
稿
で
は
、

第
五
条
「
脚
本
は
文
学
諸
大
家
の
検
閲
を
乞
ひ
、
俳
優
は
努
め
て
言
文

一
致
を
要
す
る
事
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

（
１２
）
大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史

明
治
・
大
正
篇
』（
白
水
社
、
昭

和
六
十
年
、
四
六
〇
頁
）
は
同
記
事
等
を
参
照
し
て
静
間
の
半
生
を
記

す
が
改
良
会
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。
静
間
に
つ
い
て
は
寺
田
前
掲
論

文
や
陳
凌
虹
「
中
国
の
新
劇
と
京
都
―
―
任
天
知
・
進
化
団
と
静
間
小

次
郎
一
派
の
明
治
座
興
行
」（『
日
本
研
究
』
第
四
十
四
号
、
平
成
二
十

三
年
十
月
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
も
参
照
。

（
１３
）
小
青
「
興
行
物
の
改
良
」（『
京
都
日
出
新
聞
』
明
治
三
十
五
年
五
月

二
十
四
日
）、
同
「
客
の
改
良
」（
同
五
月
二
十
七
日
）
も
参
照
。

（
１４
）
△
□
○
生
「
四
條
南
座
の
改
良
演
劇
（
上
）」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』

明
治
三
十
五
年
九
月
二
十
七
日
）
に
は
「
関
西
ど
こ
ろ
か
日
本
で
の
先

鞭
だ
東
京
の
所
謂
改
良
な
る
も
の
を
見
る
に
場
代
其
他
多
く
は
客
の
取

扱
方
に
関
し
て
脚
本
と
い
へ
ば
近
松
の
作
を
生
で
こ
な
す
位
が
関
の
山

に
な
つ
て
ゐ
る
然
る
に
南
座
の
は
客
の
取
扱
方
は
勿
論
改
良
家
の
最
も

難
ん
ず
る
脚
本
の
上
に
一
生
面
を
開
い
た
」
と
あ
る
。

（
１５
）
秋
庭
前
掲
書
（
註
８
掲
出
）
は
福
井
一
座
の
第
一
回
改
良
演
劇
を

「
改
良
会
の
後
援
こ
そ
あ
れ
、
福
井
の
手
興
行
で
あ
つ
て
、
白
井
、
大

谷
が
実
際
に
興
行
に
関
係
し
た
改
良
興
行
は
、
同
年
十
一
月
廿
九
日
初

日
の
福
井
一
派
の
夷
谷
座
で
あ
つ
た
」（
四
四
五
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、

寺
田
前
掲
論
文
は
「
松
竹
は
、
自
分
の
経
営
す
る
劇
場
で
行
う
こ
と
を

許
容
で
き
る
ま
で
に
、
改
良
興
行
を
肯
定
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
右
記
の
諸
点
に
つ
い
て
は
、
松
竹
が
改
良
会
の
中
枢
に
位
置
し
て

い
た
こ
と
も
加
味
し
て
考
え
た
い
。

※
本
稿
は
二
〇
一
二
年
度
立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
（
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重
点
資

金
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
ご
と
う
り
ゅ
う
き

大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
）
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